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１ 地方公会計制度の概要
・民間企業の会計手法の考え方を取り入れた公会計制度で

（総務省による統一基準）、平成29年度決算から公表開始

・財務書類３表を作成し、現行の現金主義会計を補完する

現金収支に基づく予算の適正・確実な執行

発生主義会計の考え方により、以下が分かる

① 県の保有する資産・負債の総額(ストック)

② 行政活動に要した全てのコスト(フルコスト)

現金支出を伴わないコストも含まれる

補完

地方公会計財務書類
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「一般会計等財務書類」を作成（本資料の単位）
（一般会計と、地方公営事業会計以外の特別会計の合算。国民健康保険事業会計は地方公

営事業会計に該当するため合算の対象外。）

従来からの歳入歳出決算

財務書類の対象会計



２ 貸借対照表

・資産・負債の総額や、

資産から負債を控除し

た純資産(正味の財産)

といったストック情報

から、年度末時点の財

務状況を把握
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資産

純資産
(資産-負債)

負債



資産合計

50,906

純資産 8,778

純資産比率

資産 負債・純資産

負債のうち、

臨時財政対策債

負債合計

42,129

21,221 50.4%

17.2%
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（単位：億円）

図１ 資産･負債･純資産(貸借対照表)

臨時財政対策債：国から交付される地方交付税の不足額を補填するために発行する

地方債で、償還費用は後年度の地方交付税で措置される

純資産比率：資産合計に対する純資産（正味の財産）の割合。純資産÷資産総額

臨時財政対策債の割合が大きく、
正味の財産である純資産が
（資産合計－負債合計）
相対的に小さくなっている



土地 12,291

71.8%

建物 4,412

25.8%

工作物 242

1.4%
その他 162

0.9%

基金(固定資産)

8,833 70.0%

投資及び出資金

2,616 20.7%

長期貸付金等

1,162 9.2%

有形固定資産

(事業用資産)

17,107 33.6%

有形固定資産

(インフラ資産)

15,543 30.5%

投資その他の資産

12,610 24.8%

流動資産

5,351

10.5%

有形固定資産

（物品）

243 0.5%

無形固定資産

52 0.1%

有形固定資産：土地・建物・工作物など

（物理的な形のある固定資産）

・事業用資産 ：庁舎･学校･県営住宅･県民利用施設など

・インフラ資産：道路･河川･港湾などの施設
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図２ 資産の内訳(貸借対照表)

（単位：億円）

土地 3,550

22.8%

建物 171

1.1%工作物 10,000

64.3%

建設仮勘定

1,822 11.7%



（単位：億円）
（括弧内の数値は対前年度比較の増減額）
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図３ 資産の推移(貸借対照表)

・インフラや県立学校等の資産整備を実施しているが、既存施設の
減価償却費の方が大きいため、有形固定資産・資産合計が減少

有形固定資産 33,167

有形固定資産 32,893 (△ 274)

投資その他の資産

12,305

投資その他の資産

12,610(+ 306)

無形固定資産 50

無形固定資産 52（+2）

流動資産

5,494

流動資産

5,351(△ 143)

R5

年

度

R6

年

度

固定資産 (      )

固定資産

資産合計

(       )

資産合計

45,555

45,521

+ 34

50,906

△ 109

51,015



図４ 負債の推移(貸借対照表)
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・県債償還が進んだことや臨時財政対策債発行額が減少したことな
どにより、県債残高が減少し、県全体の負債合計が減少

（単位：億円）
（括弧内の数値は対前年度比較の増減額）

※地方公会計で計上される県債残高は実額残高であり、将来の返済に備えた満期一括償還に係る積立額は、県債
残高から控除していない。

県債 18,092

県債 17,094 (△ 998)

臨時財政対策債

22,433

臨時財政対策債

21,221(△ 1,212)

その他 3,714

その他 3,813

(+ 100)

R5

年

度

R6

年

度

負債合計

(    )

負債合計

42,129

44,239

△ 2,111



３ 行政コスト及び純資産変動計算書
＜行政コスト計算書部分＞

・経年による資産価値の減

少など、現金支出を伴わ

ないコストを含めた、一

年間の行政活動に要した

「フルコスト」を把握

＜純資産変動計算書部分＞

・コストが税収等の財源で

賄えているかを把握

・純資産（正味の財産）の

増減内訳を把握
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行政コスト

計算書

純資産変動

計算書
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図５ 行政コストの推移( )行政コスト及び純資産変動計算書
のうち、行政コスト計算書部分

（単位：億円）
（括弧内の数値は対前年度比較の増減額）

・人件費や補助金等（負担金、税交付金）が増加したことなどによ
り、費用合計が増加

人件費 5,076

人件費 5,378

( )

物件費等

2,813

物件費等

2,691

(    )

その他の業務費用 548

その他の業務費用 600 ( )

補助金等 9,037

補助金等 9,394

( )

その他の移転費用 777

その他の移転費用 727 (      )

臨時損失

52

臨時損失

90( )

R5

年

度

R6

年

度

業務費用

移転費用 (        )

業務費用 (    )

移転費用

費用合計

( )

費用合計

18,880
+ 576

18,304

8,437

8,669

9,815

10,121
+ 302

△ 122

+ 52

+ 357

△ 51
+ 38

+ 232

+ 306



年度末純資産残高 6,776

年度末純資産残高 8,778

R5

年

度

R6

年

度
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図６ 純資産の変動( )行政コスト及び純資産変動計算書
のうち、純資産変動計算書部分

（単位：億円）

本年度差額：税収等の｢財源｣と｢純行政コスト｣の差額。なお、純行政コストには資産整備や県債償還などに係る
支出を含まないため、｢本年度差額｣は、単純に年度末時点の現金等の余剰を意味するものではない。

・税収等の財源が増加したことにより純行政コストを上回り、
本年度差額がプラス

⇒ 行政コストが財源で賄えているといえる
⇒ 純資産残高は増加

純資産の

増減要因

①純行政コスト △18,124
（行政コスト計算書の収益と費用の差額）
②財源（税収等・国等補助金） 20,165
③その他変動要因 △38
R6年度純資産変動額（①＋②＋③） 2,002

2,002



・収入・支出を３つの活動

①業務活動

②投資活動

③財務活動

に分類して表し、

一年間の現金の動きを体系的

に示したもの

４ 資金収支計算書
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①業務活動

②投資活動

③財務活動



図７ 資金収支の状況(資金収支計算書)
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… 県債の発行・償還の収支など

… 通常の業務活動に関する収支
（税収･人件費･物件費など）

… 公共施設の整備、基金の
積立･取崩に伴う収支など

＋ (税収等＞通常の支出)

△ (基金取崩等＜積立等)

△ (県債発行＜償還等)

⇒税収等(業務活動収支のプラ

ス)により、基金の積立などの
投資活動や県債の償還などを進

めている

業務

投資

財務

（単位：億円）

＝

＋

前年度末

資金残高

業務活動収支

＋

＝

＋

投資活動収支

財務活動収支

本年度資金

収支額

財務活動
2,258

財務活動

4,479

投資活動

3,691

投資活動

4,156

業務活動

24,444

業務活動

21,678

収入項目 支出項目

収入総額
30,392

支出総額
30,313

+ 2,765

△ 465

△ 2,221

+ 79

本年度末

資金残高
517

438



歳入歳出決算書（官庁会計）

科　目 金 額

歳入 38,884

歳出 38,367

歳入歳出差引残額 517

資金収支計算書

金額
業務活動収支 2,765
投資活動収支 △ 465

財務活動収支 △ 2,221
本年度資金収支額 79
前年度末資金残高 438
本年度末資金残高 517

220

738

科目

本年度末歳計外現金残高

本年度末現金預金残高

貸借対照表

科目 金額 科目 金額

資産 50,906 負債 42,129

純資産 8,778738

うち、現金預金

５ 財務書類の総括と相互関係

*1 貸借対照表の現金預金の金額は、資金収支計算書の本年度末現金預金残高と一致する
*2 貸借対照表の純資産は資産と負債の差額として計算され、行政コスト及び純資産変動計算書の本年度末純資産残高と一致する
*3 資金収支計算書の本年度末資金残高は、歳入歳出決算書（従来からの官庁会計）の歳入歳出差引残額と一致する

*1

*3

*2
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（単位：億円）

行政コスト及び純資産変動計算書

科目 金額
費用 18,880
収益（使用料など） 756

純行政コスト △ 18,124
財源（税収など） 20,165

本年度差額 2,040
その他変動 △ 38
前年度末純資産残高 6,776

本年度末純資産残高 8,778


